
第６６０号２０２６年（令和８年）６月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（3）

　
茨
城
県
内
に
５
拠
点
を
展
開
す
る
フ

ル
ハ
シ
タ
イ
ヤ
販
売
株
式
会
社
は
、
乗

用
車
か
ら
大
型
・
特
殊
車
両
ま
で
幅
広

い
タ
イ
ヤ
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、

地
域
の
安
全
・
安
心
・
快
適
な
移
動
を

足
元
か
ら
支
え
て
い
る
。
２
０
２
０

年
、
38
歳
で
家
業
を
継
い
だ
古
橋
さ
ん

は
積
極
的
な
社
内
改
革
と
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
で
、
創
業
75
年
を
迎
え
た
会
社
を
次

の
成
長
段
階
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
る
。

　
就
任
当
初
は
、
若
さ
ゆ
え
の
気
負
い

が
先
立
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。
業
績
向
上

に
熱
心
に
な
る
あ
ま
り
現
場
の
負
担
が

増
え
、
社
員
の
離
職
を
招
く
と
い
う
苦

い
経
験
も
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
。
人
が
集
ま
り
、
社
員
が
誇
り
を

持
ち
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
会
社
を

目
指
す
」
。
休
日
の
拡
充
や
定
時
退
社

の
徹
底
な
ど
、
業
界
で
難
し
い
と
さ
れ

て
き
た
働
き
方
改
革
に
次
々
と
着
手
。

生
き
生
き
と
働
け
る
環
境
を
整
え
た
。

社
員
と
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
主
体

性
を
引
き
出
し
、
仕
事
へ
の
意
欲
も
高

め
た
。
そ
の
際
に
大
切
に
し
た
の
は
、

「
社
長
が
変
え
た
」
で
は
な
く
、「
私
た
ち

社
員
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
前
向
き
な

マ
イ
ン
ド
を
育
む
こ
と
。「
会
社
の
改
革

は
、
現
場
で
働
く
社
員
一
人
一
人
の
協

力
と
成
長
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
で
き

る
」
と
力
を
込
め
る
。
昨
年
度
、
過
去

最
高
の
売
り
上
げ
を
記
録
す
る
な
ど
、

そ
の
成
果
は
着
実
に
表
れ
て
い
る
。

　
業
績
の
向
上
と
社
員
の
働
き
や
す
さ

を
両
立
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
専
大
で
学

ん
だ
会
計
の
知
識
が
役
立
っ
て
い
る
と

話
す
。「
数
字
が
読
め
る
こ
と
で
、
会
社

の
未
来
を
見
据
え
、
社
員
の
待
遇
改
善

を
実
現
可
能
な
計
画
と
し
て
実
行
で
き

た
」
。
実
践
的
な
会
計
知
識
が
日
々
の

経
営
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

　
商
学
部
商
業
学
科
（
現
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
学
科
）
出
身
。
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
（
当
時
）
で
学
び
な
が
ら
都
内
の
専

門
学
校
に
通
い
、
在
学
中
に
日
商
簿
記

１
級
を
取
得
し
た
。
学
業
に
打
ち
込
む

だ
け
で
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
社
会
経

験
を
積
ん
だ
り
、
自
宅
で
朝
ま
で
友
人

と
語
り
明
か
し
た
り
す
る
な
ど
、
限
ら

れ
た
時
間
を
最
大
限
活
用
し
て
大
学
生

活
を
楽
し
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出

る
後
輩
た
ち
に
「
今
学
ん
で
い
る
こ
と

や
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
、
将
来
必
ず

自
分
を
支
え
る
力
に
な
る
。
知
識
は
最

高
の
投
資
だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
フ
ル
ハ
シ
タ
イ
ヤ
は
、
今
年
度
か
ら

Ｊ
リ
ー
グ
・
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の

ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
る
。
「
同
窓
の
樹

森
大
介
監
督
（
平
12
商
）
が
率
い
る
チ

ー
ム
を
応
援
で
き
、
特
別
な
縁
を
感
じ

る
」
と
笑
顔
を
見
せ
、
ク
ラ
ブ
初
と
な

る
Ｊ
１
リ
ー
グ
で
の
戦
い
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
る
。

　
地
域
に
根
差
し
た
１
０
０
年
企
業
へ

｜
｜
。
社
員
と
と
も
に
会
社
を
成
長
さ

せ
、
未
来
を
つ
く
る
古
橋
さ
ん
の
挑
戦

は
続
く
。

古
ふ る

橋
は し

 典
の り

久
ひ さ

さん（平16商）

フルハシタイヤ販売株式会社

 代表取締役

会
計
知
識
で
改
革
に
挑
む

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

叙
勲
・
褒
章

◇
旭
日
中
綬
章

尾
堂
真
一
氏
（
昭
52
商
・
愛

知
県
）
産
業
振
興
功
労
〈
26

年
度
春
の
叙
勲
・
褒
章
〉

◇
従
五
位
・
旭
日
小
綬
章

故
吉
田
喜
徳
氏
（
昭
38
法
・

熊
本
県
）
〈
３
月
２
日
付
〉

紹  介

校
友
新
社
長

芳
賀
正
彦
氏（
平
11
石
経
営
）

㈱
幸
楽
苑
代
表
取
締
役
社
長

に
６
月
18
日
付
で
就
任
。
本

社

福
島
県
郡
山
市
。
ラ
ー

子育てによる気づき

　私は現在、５歳児を保育園に通わせながら子

育てをしています。子育てを始めて強く感じる

のは、子どもは大人が一方的に教えて育てる存

在ではなく、周囲との関わりの中で自分なりに

世界を理解していく存在だということです。発

達心理学では、子どもの発達は遺伝的要因に支

えられた成熟だけで決まるのではなく、養育者

や友だちとの相互作用にも支えられると考えら

れています。たとえば、５歳児は言葉で自分の

気持ちを説明できるようになりますが、疲れて

いたり不安だったりすると、泣く、怒る、黙る

といった形でしか表せないことがあります。そ

のとき大人がすぐに叱叱るのではなく、「悔しかっ
たのかな」「本当はこうしたかったのかな」と

言葉を補うと、子どもは自分の感情を少しずつ

整理していきます。

　子どもは「できないこと」を突然できるよう

になるわけではありません。靴を履く、片づけ

る、友だちに譲

るといった日常

の行動も、大人が少し手助けし、次第に手を離

すことで身についていきます。こうした経験の

積み重ねは、心理学でいう足場かけにも重な

る、日常の中の大切な関わりです。大人にとっ

ては遠回りに見える試行錯誤にも、子ども自身

が見通しをもち、自己効力感を育てる意味があ

ります。子育ては、効率よく指示を出すことで

はなく、子どもが考え、試し、失敗する時間を

待つ営みなのだと思います。その姿は、皆さん

の大学での学びや成長の過程にも通じるものだ

と思います。大学生活でも同じように、人は一

人で成長するのではなく、他者との対話や支え

の中で自分を形づくります。子育てを通じて、

発達とは子どもだけの問題ではなく、子どもと

関わる大人自身もまた変化していく過程なのだ

と気づかされました。 （学生部委員・石金浩史）

※５月１日現在2026年度学生数

学部 学  科 合  計

経

済

経 済 2

現 代 経 済 1,164

生 活 環 境 経 済 1,241

国 際 経 済 1,035

小 計 3,442

法

法 律 2,290

政 治 744

小 計 3,034

経

営

経 営 1,619

ビジネスデザイン 792

小 計 2,411

商

マ ー ケ テ ィ ン グ 1,927

会 計 942

小 計 2,869

文

日 本 語 1

日 本 文 学 文 化 543

英 語 英 米 文 662

哲 339

歴 史 634

環 境 地 理 247

ジ ャ ー ナ リ ズ ム 550

小 計 2,976

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報

ネ ッ ト ワ
ー ク 情 報 1,047

人

間

科

心 理 338

社 会 669

小 計 1,007

国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

日 本 語 311

異 文 化 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 672

小 計 983

合　　計 17,769

学 部

研 究 科 専  攻 合  計

博

士

後

期

課

程

経 済 学 経 済 学 7

法

学

民 事 法 学 0
公 法 学 2
小 計 2

文

学

日 本 語 日 本 文 学 14
英 語 英 米 文 学 1
哲 学 2
歴 史 学 3
地 理 学 0
社 会 学 3
心 理 学 12
小 計 35

経 営 学 経 営 学 1

商

学

商 学 5
会 計 学 2
小 計 7

合　計 52

研 究 科 専  攻 合  計

修

士

課

程

経 済 学 経 済 学 14
法 学 法 学 31

文

学

日 本 語 日 本 文 学 11
英 語 英 米 文 学 6
哲 学 17
歴 史 学 14
地 理 学 2
社 会 学 7
心 理 学 24
ジャーナリズム学 10
小 計 91

経 営 学 経 営 学 26

商

学

商 学 5
会 計 学 26
小 計 31

合　計 193

大学院

課 程 研究科 専 攻 合  計

専門職学位 法 務 法 務 53

専門職大学院

メ
ン
店
「
幸
楽
苑
」
の
チ
ェ

ー
ン
展
開
。

水
野
直
樹
氏
（
昭
59
文
）

高
砂
香
料
工
業
㈱
代
表
取
締

役
社
長
に
６
月
25
日
付
で
就

任
。
本
社

東
京
都
。
フ
レ

ー
バ
ー
等
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ

ル
の
製
造
・
販
売
。

松
村
恭
也
氏
（
平
15
商
）

Ｈ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長
に
６
月
26

日
付
で
就
任
。
本
社

東
京

都
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
管
理

業
務
、
投
資
業
務
、
Ｍ
＆
Ａ

仲
介
等
。

〈
東
北
支
部
連
合
会
、
岩
手

県
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
６
月
27
日
（
土
）
13
時
〜

▽
ブ
ラ
ン
ニ
ュ
ー
北
上
（
北

上
市
）

〈
南
空
知
・
美
唄
支
部
総
会
〉

▽
６
月
27
日
（
土
）17
時
〜
▽

福
よ
し
美
唄
本
店
（
美
唄
市
）

〈
富
山
県
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
６
月
27
日
（
土
）
17
時
〜

▽
富
山
地
鉄
ホ
テ
ル
「
ア
ル

シ
ェ
フ
」
（
富
山
市
）

〈
相
模
原
支
部
総
会
〉

▽
６
月
27
日
（
土
）
18
時
〜

▽
餃
子
房
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ 

Ｄ

Ｏ
Ｌ
Ｌ
相
模
大
野
店
（
相
模

原
市
）

〈
北
上
支
部
総
会
〉

▽
６
月
27
日
（
土
）
18
時
30

分
〜
▽
と
り
い
ち
ず
岩
手
北

上
店
（
北
上
市
）

〈
山
口
、
防
府
支
部
総
会
〉

▽
６
月
27
日
（
土
）
18
時
30

分
〜
▽
湯
田
温
泉
防
長
苑

（
山
口
市
）

〈
足
立
支
部
総
会
〉

▽
６
月
28
日
（
日
）
13
時
30

分
〜
▽
足
立
区
勤
労
福
祉
会

館
（
足
立
区
）

〈
東
海
三
県
合
同
支
部
総
会

（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
）
〉

▽
７
月
18
日
（
土
）
12
時
〜

▽
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｙ
Ａ
（
桑
名
市
）

〈
九
州
・
沖
縄
連
合
会
、
熊

本
支
部
総
会
〉

▽
７
月
18
日
（
土
）
17
時
〜

▽
鶴
屋
百
貨
店
東
館
７
階
宴

会
場
（
熊
本
市
）

〈
会
計
人
会
総
会
〉

▽
７
月
24
日（
金
）18
時
45
分

〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号

館
「
相
馬
永
胤
記
念
ホ
ー
ル
」

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ【
校
友
会
事
務
局
】

℡
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

　
本
学
の
付
属
高
校
と
教
育

交
流
提
携
校
の
出
身
者
に
よ

る
学
生
団
体
「
Ｈ
ｉ
・
Ｙ
ｏ
・

Ｃ
ｏ
の
会
」
の
創
立
20
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
５
月
24

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
現
役
生
と
卒
業

生
合
わ
せ
て
約
70
人
が
参
加

し
、
受
け
継
が
れ
た
絆
を
確

か
め
た
。

　
同
会
は
、
高
校
と
大
学
を

つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
し
て
、
高

大
連
携
の
推
進
に
寄
与
し
て

き
た
。

　
会
長
の
木
築
真
之
介
さ
ん

（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）
は
「
先

輩
た
ち
が
試
行
錯
誤
し
、
積

み
重
ね
て
き
た
こ
と
が
、
現

在
の
活
動
の
礎
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
歩
み
続
け
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

和やかな雰囲気で行われた記念パーティー

足跡を振り返るヒストリームービー

「Hi・Yo・Coの会」「Hi・Yo・Coの会」
� 創立20周年祝う� 創立20周年祝う


